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大崎土地改良区主催で開催された「第１２回内川

水土里の路ウォーク」が平成２９年度農業農村整備

事業広報大賞奨励賞を受賞しました。この広報大賞

は，全国農村振興技術連盟が平成 3 年から毎年各地

で取り組まれている農業農村の振興にかかる広報

活動の中から特に優秀な地区を選んで表彰を行っ

ているものです。今年度は，全国から４５団体の応

募があり，その中から広報大賞２団体の他，優秀賞

８団体，奨励賞２団体，企画賞，特別賞として各１

団体が受賞し，平成３０年 2 月２２日に開催された

東京フォーラムにおいて表彰式が行われました。 

世界農業遺産推進フォーラムが開催されました 

 

大崎土地改良区が平成 29 年度農業農村整備事業広報大賞奨励賞を受賞しました 

大区画に整備された農地整備事業中埣西部地区

平成３０年１月２７日，大崎耕土が世界農業遺産に認

定されたことを地域の関係者へ報告する「世界農業遺産

推進フォーラム」が大崎合同庁舎にて開催されました。

フォーラムでは，農林水産省世界農業遺産等専門家会議

委員として，平成２９年１月に大崎地域へ現地調査を行

った東洋大学社会学部の青木教授の基調講演「世界農業

遺産の意義と可能性」や，「世界農業遺産を活かし，育む

ために」というテーマのもと，大崎地域の４人の農業関

係者がパネルディスカッションを行いました。今回のフ

ォーラムには，約４００人が参加し，世界農業遺産認定

に対する関心の高さがうかがわれました。 

また，２月１日にはＦＡＯ（国連食糧農業機関）のグ

スタフソン事務局次長が大崎を訪れ，居久根を視察しま

した。グスタフソン氏は生物多様性に寄与する居久根が

残る環境を評価し，「大崎耕土の農業システムは古い知恵

を生かし,将来への道筋を示している。世界中の地域もこ

の農業システムに学んで再現をしてほしい」（※）と述べ

られました。 

大崎市伊藤市長 

グスタフソン

事務局次長 

全国農村振興技術連盟 林田委員長から授与される

大崎土地改良区 菅原理事長 

※出典：http://ox-tv.jp/nc/smp/article.aspx?d=20180201&no=25

仙台放送ニュースセンターより（検索日：平成 30 年 3 月 9 日） 
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宮城県美里町の農事組合法人みらいす青生が日本農業賞大賞を受

賞し，平成３０年3 月１０日に表彰式が行われました。「日本農業賞」

は，毎年，日本放送協会（NHK）・全国農業協同組合中央会・都道府

県農業協同組合中央会の主催で開催されており，優秀な農業者・集団

の成果を広く紹介することで，農業や食に対する国民の理解を深める

とともに，地域社会の活性化につながる農業，国際競争力のある日本

農業の実現に貢献しようとするものです。青生地区は平成 16 年より

行われている農地整備事業によって，ほ場の大区画化と併せて全ほ場

に導入された地下水位制御システム（FOEAS）を活かして，安定し

た作物の生産を可能とし，さらに，トウモロコシや加工用の玉ねぎ，

キャベツなどの高収益作物にも取り組み，女性や高齢者にも雇用の場

を創出した点が高く評価されました。 

 

 

 

 

 

平成 30 年 1 月 15 日，北部地方振興事務所主催により，

大崎管内市町及び土地改良区，県農業農村整備関係職員等

を対象として，近年他県で取り組んでいる「水田の雨水貯

留機能を生かした洪水被害緩和対策」の 1 つである「田

んぼダム」について学ぶため，「平成 29 年度大崎地域田

んぼダム研修会」を開催し,宇都宮大学田村准教授をはじ

めとする３人より講演をいただきました。 

 研修会には約 100 人が出席し，それぞれの地域におけ

る田んぼダム導入の是非を検討する機会となりました。 

 

平成 29 年度大崎地域田んぼダム研修会を開催しました 

みらいす青生が第 47 回日本農業賞大賞を受賞しました

仙台・宮城観光 PR キャラクター 

むすび丸 

平成 29 年度第 2 回農地集積研修会を開催しました 

平成３０年１月１０日，北部地方振興事務所の主催によ

り，担い手育成の一助とし，大崎・栗原地域における農業

農村の発展を目指すことを目的として，北部管内（大崎・

栗原）の農地整備事業実施地区の担い手，推進委員や関係

市町・土地改良区の農地集積担当者等を対象にした農地集

積研修会を開催しました。３人の講師から，法人経営の実

践事例や，営農の低コスト化に繋がる農業新技術に関して

講演をいただきました。 

農地整備事業青生地区（ドローンにより撮影）

第４７回日本農業賞 記念祝賀会


